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文化の日

避難訓練　4時間授業

こどもフェスティバル

安全指導 　　　　　　　　  ◎読書旬間始
小児生活習慣病健診（5年）＋α　

4時間授業　　　　　　　　 ◎読書旬間終

生活科見学（2年）

理科出前授業（5年）

リハーサル

委員会⑦

学習発表会　児童鑑賞日
（1～ 3年／ 4時間　4～ 6年／ 6時間）

学習発表会　保護者鑑賞日
4時間　給食なし

振替休業日

勤労感謝の日

クラブ④

社会科見学（4年）

セーフティ教室薬物乱用防止（6年）
安全マップ調査（3年）

SC

SC

SC

SC

〈学校運営協議会〉

※SC……スクールカウンセラー来校日※11月の給食費引き落としは、11月10日（水）です。
　口座の残高をご確認ください。

　10月２日に行われた「ほりンピック 2021」
には、たくさんの保護者の皆様にご参観い
ただき、本当にありがとうございました。
今回のほりンピックでは、これまでと違い
自分達で創り上げた達成感を感想に書いて
いる子もいて、少しずつですが、子供達の
意識も変わりつつあるようです。もちろん、
まだまだ改善の余地は多いのですが、それ
は進化の余地があるということだと思いま
す。今後も進化をしていけるよう、子供達
と一緒に考えていきます。今月は、その第
二弾で学習発表会があります。皆様のご来
校をお待ちしています。
　
　富士移動教室
　18日から２泊３日で５年生が富士移動教
室に行ってきました。
　昨年度は、新型コロナウイルスの感染拡
大のため中止となった移動教室ですが、今
年は緊急事態宣言も解除され、無事に実施
することができました。
　河口湖、本栖湖、西湖を見下ろすことが
できる三湖台へのハイキング、富岳風穴の
見学、キャンプファイヤー、ほうとう作り
体験、忍野八海の散策、富士山科学研究所
の方の出前授業、河口湖フィールドセンタ
ーでの樹海フィールドワーク、湧水の里水
族館の見学と３日間で盛りだくさんの活動
をしました。
　withコロナの中での移動教室、これも従
来のやり方の踏襲では、制限や制約が多く
なり、子供達に思い切った活動をさせるこ
とができません。ですから、新たな工夫、

新たな取組を取り入れながら計画を立て実
施をしました。同時に、多くの場面で子供
達が主体的に活動することを大切にしてい
くことで、withコロナでもコロナ前の移動
教室と変わらぬたくさんの笑顔を見ること
ができました。

　今月号には原稿が間に合いませんでした
が、10月27日から予定されている６年生の
弓ヶ浜移動教室でも、たくさんの笑顔が見
られることを楽しみにしています。
　これからも従来の行事の取組の踏襲では
なく、withコロナに対応した工夫や新たな
活動を取り入れながら、子供達の笑顔があ
ふれる学校生活にしていきたいと思ってい
ます。

withコロナでも笑顔あふれる学校生活に 校　長　 森　　孝
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　例年行っていた学芸会の形を変え、学習発表会を行うことになりま
した。学習発表会とは、子供たちが各教科などにおける日頃の成果を
総合的に発展させ、発表し合い、互いに鑑賞する行事です。
　子供たちが「知りたい、学びたい」という気持ちをもち、進んで取

り組み学んだ成果を発揮できる発表会になってほしいと思っています。
　今年度は、新型コロナウイルス感染予防対策のため、該当学年の保護者のみの鑑賞となります。ご理
解ご協力お願いします。 

【日時】

  
11月19日（金）

 児童鑑賞日（給食あり）　
  １年生～３年生／４時間授業　４年生～６年生／６時間授業

  保護者鑑賞日（給食なし）　
 
11月20日（土）

 全学年４時間授業　12：30頃下校
  ※鑑賞時間の詳細につきましては、後日配付の「学習発表会のご案内」をご覧
  　ください。

　今年度は学習指導要領を今一度見直し、各教科の見方・考え方を働かせ、児童が自分で課題や学習方
法を考える授業を全校で研究しています。教員自身も授業力向上のために勉強し合う機会を増やしてい
ます。

子ども哲学（哲学対話）　Philosophy for Children：p4cを活用した授業づくり及び学級経営
　 子ども哲学（哲学対話）とは、「考えを深めること」自体を一番の目的とした対話のことで、『自分た
ち自身で考えた「問い」、普段はあまり考えないけれど、よくよく考えてみると不思議で常識が揺さぶ
られるような哲学的な「疑問」について、全員で話しながらゆっくり、じっくり考えを深めていく対話
の時間』と言われています。９月の校内研究会では、教師である私たちが、まずは「対話する問い」に
向き合って子ども哲学を体験し、普段の授業にどのように活用できるかについて勉強しました。子ども
哲学を意識することによって、相手の考えをよく聞き、自分の考えが深められるきっかけになると実感
しました。児童一人一人の考えや気持ちが引き出せるように日々指導を重ねたいと思います。

 １年生
はじめにたまいれをしました。２かいめはかちま
した。つぎにリレーをしました。えみちゃんのチ
ームでした。はしるのをがんばりました。たまい
れがたのしかったです。

まえのひにあたまにけがをしたけれど、ほりンピ
ックにさんかできてよかったです。わたしは、た
まをいれるまえのダンスをかんがえて、じょうず
におどることができました。うれしかったです。

ぼくは、たまいれでたまがはいるように、なげかた
をくふうしました。ずっとかっていたのに、２かい
せんめでまけたのが、くやしかったです。つぎの
ほりンピックもがんばります。

 ２年生
楽しかったです。くるくるリレーでもっと走りた
かったし、ダンボール当ても、もっといっぱいボ
ールをなげたかったです。ほりンピックがおわっ
て少しさみしいです。

ダンボールあては、うでをうかせてなげるくふう
をして、ダンボールにボールをあてることができ
ました。人がたくさんいてきんちょうしたけど、
ゲームにかててうれしかったです。

くるくるリレーは、さいごまで走るのをがんばり
ました。ダンボールあてのとき、いきおいをつけ
ると、ダンボールをとばすことができると気づき
ました。あてられて、うれしかったです。

 ３年生
バトンパスや玉入れのこつをつかむ練習をたくさ
んしてきて、その成かが出せてよかったです。チ
ームがなかなかまとまらなくて「どうしよう。」
と思ったこともありましたが、「このチームでよ
かった。」とほりンピックをおえて思いました。

運動会は、なかまと力を合わせてすることが大切
だと分かりました。練習しているときに一番気を
つけたのは、チームワークです。負けてしまって
も、きょうりょくできたから、それでもいいと思
えるようになりました。

ほりンピック本番では、練習をがんばって行った
おかげで、いつも通り走ったり、いつも通り玉を
投げたりすることができました。負けてしまった
けれど練習の成果を出しきれ、本番も楽しく行え
てよかったです。

 ４年生
ほりンピックで学んだことは、玉入れの作戦を決
める時の話し合いを通して、チームのみんなの意
見や、やりたいことを聞くことが大切ということを
学びました。本番では、審判の仕事をし、札をあ
げ間違えないように気を付けました。

ほりンピックでは、「リレー & 玉入れ」で最後まで
あきらめず玉を入れること、チームで考えた作戦
を実こうすることをがんばりました。作戦通りに
上手くいき、勝つことができてうれしかったです。

ほりンピックで一番がんばったことは、リレー ＆ 
玉入れです。わたしたちのチームは、いっせいに玉
を入れる作戦でした。結果的には負けてしまったけ
れど、楽しくできてよかったです。

 ５年生
ソーラン節で、入場の太鼓をたたきました。最初
は速く太鼓をたたくことが続きませんでしたが、
練習をしていくうちにタイミグをつかめるように
なっていき、本番は完璧な太鼓をたたくことがで
きました。ソーラン節は自分にとって成長の場に
なりました。

最初は全然踊れなかったけど、当日は完璧に踊れ
ました。ソーラン節の練習を通して、はじめはで
きなくても、練習すれば必ずできるようになるこ
とがわかりました。

みんなで力を合わせたら、何でも乗り越えられる
ことを学びました。意見を言い合ってみんなで決
めたダンスがしっかり踊れて嬉しかったし、失敗
なく５年生のみんなで力を合わせて踊れたことが
とても嬉しかったです。

 ６年生
ダンスのKICK ＆ SLIDEでは、特にグループで
創作したところが堂々と踊れたと思います。面白
さもある振り付けなので、それを上手く発揮する
ことできました。みんなで意見を出し合って、た
くさん練習して、すてきなダンスになったと思い
ます。

全員リレーの練習では、バトンパスが上手にでき
なかったけれど、本番では上手くいってよかった
です。練習の時に起きなかったことが本番で起こ
ることもあるので、様々な可能性を考えて本番に
挑むのが大切だと思いました。

御神楽ではグループで誰かが分からないところが
あると、グループ全員で教え合うことで、不安な
所をすべて克服することができました。練習や本
番を通じて、何か１つのものを最後までやりとげ
ることの大切さを学びました。

ほりンピックの思い出ほりンピックの思い出ほりンピックの思い出ほりンピックの思い出
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11月の生活目標 力を合わせて仕事をしよう
　11月は、次の４つに重点をおいて指導します。

◎当番、係、委員会、クラブなどの仕事を工
夫し、進んで仕事をしよう。

◎助け合って仕事をしよう。
◎時間内に協力して仕事をしよう。
◎進んで仕事を見つけよう。

　10月のほりンピックで、自分の役割をもち、経
験したことで子供たちはまた一つ成長しました。
学校生活の中には、様々な仕事があります。誰も
が必ず役割をもっていて、その役割を果たそうと

しています。さらに、決められた仕事以上のこと
を見つけて、取り組む姿は素晴らしいものです。
そのような姿を見つけ、誰かのために進んで行動
ができるよう、指導していきます。ご家庭でも家
の仕事を任せ、お子さんが活躍する機会をつくっ
てみてください。
　９月からタブレットパソコンの持ち帰りが始ま
り、活用して学習を進めています。充電はご家庭
でお願いします。また、タブレットパソコンは杉並
区が学習のために貸し出しているものです。好き
な動画を閲覧したり、ゲームをしたりする道具で
はありませんので、ご家庭でもお声がけください。

学習発表会

「自ら考え、自己選択できる児童の育成」校内研究の紹介
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　例年行っていた学芸会の形を変え、学習発表会を行うことになりま
した。学習発表会とは、子供たちが各教科などにおける日頃の成果を
総合的に発展させ、発表し合い、互いに鑑賞する行事です。
　子供たちが「知りたい、学びたい」という気持ちをもち、進んで取

り組み学んだ成果を発揮できる発表会になってほしいと思っています。
　今年度は、新型コロナウイルス感染予防対策のため、該当学年の保護者のみの鑑賞となります。ご理
解ご協力お願いします。 

【日時】

  
11月19日（金）

 児童鑑賞日（給食あり）　
  １年生～３年生／４時間授業　４年生～６年生／６時間授業

  保護者鑑賞日（給食なし）　
 
11月20日（土）

 全学年４時間授業　12：30頃下校
  ※鑑賞時間の詳細につきましては、後日配付の「学習発表会のご案内」をご覧
  　ください。

　今年度は学習指導要領を今一度見直し、各教科の見方・考え方を働かせ、児童が自分で課題や学習方
法を考える授業を全校で研究しています。教員自身も授業力向上のために勉強し合う機会を増やしてい
ます。

子ども哲学（哲学対話）　Philosophy for Children：p4cを活用した授業づくり及び学級経営
　 子ども哲学（哲学対話）とは、「考えを深めること」自体を一番の目的とした対話のことで、『自分た
ち自身で考えた「問い」、普段はあまり考えないけれど、よくよく考えてみると不思議で常識が揺さぶ
られるような哲学的な「疑問」について、全員で話しながらゆっくり、じっくり考えを深めていく対話
の時間』と言われています。９月の校内研究会では、教師である私たちが、まずは「対話する問い」に
向き合って子ども哲学を体験し、普段の授業にどのように活用できるかについて勉強しました。子ども
哲学を意識することによって、相手の考えをよく聞き、自分の考えが深められるきっかけになると実感
しました。児童一人一人の考えや気持ちが引き出せるように日々指導を重ねたいと思います。

 １年生
はじめにたまいれをしました。２かいめはかちま
した。つぎにリレーをしました。えみちゃんのチ
ームでした。はしるのをがんばりました。たまい
れがたのしかったです。

まえのひにあたまにけがをしたけれど、ほりンピ
ックにさんかできてよかったです。わたしは、た
まをいれるまえのダンスをかんがえて、じょうず
におどることができました。うれしかったです。

ぼくは、たまいれでたまがはいるように、なげかた
をくふうしました。ずっとかっていたのに、２かい
せんめでまけたのが、くやしかったです。つぎの
ほりンピックもがんばります。

 ２年生
楽しかったです。くるくるリレーでもっと走りた
かったし、ダンボール当ても、もっといっぱいボ
ールをなげたかったです。ほりンピックがおわっ
て少しさみしいです。

ダンボールあては、うでをうかせてなげるくふう
をして、ダンボールにボールをあてることができ
ました。人がたくさんいてきんちょうしたけど、
ゲームにかててうれしかったです。

くるくるリレーは、さいごまで走るのをがんばり
ました。ダンボールあてのとき、いきおいをつけ
ると、ダンボールをとばすことができると気づき
ました。あてられて、うれしかったです。

 ３年生
バトンパスや玉入れのこつをつかむ練習をたくさ
んしてきて、その成かが出せてよかったです。チ
ームがなかなかまとまらなくて「どうしよう。」
と思ったこともありましたが、「このチームでよ
かった。」とほりンピックをおえて思いました。

運動会は、なかまと力を合わせてすることが大切
だと分かりました。練習しているときに一番気を
つけたのは、チームワークです。負けてしまって
も、きょうりょくできたから、それでもいいと思
えるようになりました。

ほりンピック本番では、練習をがんばって行った
おかげで、いつも通り走ったり、いつも通り玉を
投げたりすることができました。負けてしまった
けれど練習の成果を出しきれ、本番も楽しく行え
てよかったです。

 ４年生
ほりンピックで学んだことは、玉入れの作戦を決
める時の話し合いを通して、チームのみんなの意
見や、やりたいことを聞くことが大切ということを
学びました。本番では、審判の仕事をし、札をあ
げ間違えないように気を付けました。

ほりンピックでは、「リレー & 玉入れ」で最後まで
あきらめず玉を入れること、チームで考えた作戦
を実こうすることをがんばりました。作戦通りに
上手くいき、勝つことができてうれしかったです。

ほりンピックで一番がんばったことは、リレー ＆ 
玉入れです。わたしたちのチームは、いっせいに玉
を入れる作戦でした。結果的には負けてしまったけ
れど、楽しくできてよかったです。

 ５年生
ソーラン節で、入場の太鼓をたたきました。最初
は速く太鼓をたたくことが続きませんでしたが、
練習をしていくうちにタイミグをつかめるように
なっていき、本番は完璧な太鼓をたたくことがで
きました。ソーラン節は自分にとって成長の場に
なりました。

最初は全然踊れなかったけど、当日は完璧に踊れ
ました。ソーラン節の練習を通して、はじめはで
きなくても、練習すれば必ずできるようになるこ
とがわかりました。

みんなで力を合わせたら、何でも乗り越えられる
ことを学びました。意見を言い合ってみんなで決
めたダンスがしっかり踊れて嬉しかったし、失敗
なく５年生のみんなで力を合わせて踊れたことが
とても嬉しかったです。

 ６年生
ダンスのKICK ＆ SLIDEでは、特にグループで
創作したところが堂々と踊れたと思います。面白
さもある振り付けなので、それを上手く発揮する
ことできました。みんなで意見を出し合って、た
くさん練習して、すてきなダンスになったと思い
ます。

全員リレーの練習では、バトンパスが上手にでき
なかったけれど、本番では上手くいってよかった
です。練習の時に起きなかったことが本番で起こ
ることもあるので、様々な可能性を考えて本番に
挑むのが大切だと思いました。

御神楽ではグループで誰かが分からないところが
あると、グループ全員で教え合うことで、不安な
所をすべて克服することができました。練習や本
番を通じて、何か１つのものを最後までやりとげ
ることの大切さを学びました。

ほりンピックの思い出ほりンピックの思い出ほりンピックの思い出ほりンピックの思い出
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11月の生活目標 力を合わせて仕事をしよう
　11月は、次の４つに重点をおいて指導します。

◎当番、係、委員会、クラブなどの仕事を工
夫し、進んで仕事をしよう。
◎助け合って仕事をしよう。
◎時間内に協力して仕事をしよう。
◎進んで仕事を見つけよう。

　10月のほりンピックで、自分の役割をもち、経
験したことで子供たちはまた一つ成長しました。
学校生活の中には、様々な仕事があります。誰も
が必ず役割をもっていて、その役割を果たそうと

しています。さらに、決められた仕事以上のこと
を見つけて、取り組む姿は素晴らしいものです。
そのような姿を見つけ、誰かのために進んで行動
ができるよう、指導していきます。ご家庭でも家
の仕事を任せ、お子さんが活躍する機会をつくっ
てみてください。
　９月からタブレットパソコンの持ち帰りが始ま
り、活用して学習を進めています。充電はご家庭
でお願いします。また、タブレットパソコンは杉並
区が学習のために貸し出しているものです。好き
な動画を閲覧したり、ゲームをしたりする道具で
はありませんので、ご家庭でもお声がけください。

学習発表会

「自ら考え、自己選択できる児童の育成」校内研究の紹介
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11月の行事予定
日

月

火

㊌

木

金

㊏

㊐

月

火

水

木

金

㊏

㊐

月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

火

水

木

金

土

㊐

㊊

㊋

水

木

金

㊏

㊐

月

火

曜 日 曜学 校 行 事〈PTA・地域行事〉 学 校 行 事〈PTA・地域行事〉

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

文化の日

避難訓練　4時間授業

こどもフェスティバル

安全指導 　　　　　　　　  ◎読書旬間始
小児生活習慣病健診（5年）＋α　

4時間授業　　　　　　　　 ◎読書旬間終

生活科見学（2年）

理科出前授業（5年）

リハーサル

委員会⑦

学習発表会　児童鑑賞日
（1～ 3年／ 4時間　4～ 6年／ 6時間）

学習発表会　保護者鑑賞日
4時間　給食なし

振替休業日

勤労感謝の日

クラブ④

社会科見学（4年）

セーフティ教室薬物乱用防止（6年）
安全マップ調査（3年）

SC

SC

SC

SC

〈学校運営協議会〉

※SC……スクールカウンセラー来校日※11月の給食費引き落としは、11月10日（水）です。
　口座の残高をご確認ください。

　10月２日に行われた「ほりンピック 2021」
には、たくさんの保護者の皆様にご参観い
ただき、本当にありがとうございました。
今回のほりンピックでは、これまでと違い
自分達で創り上げた達成感を感想に書いて
いる子もいて、少しずつですが、子供達の
意識も変わりつつあるようです。もちろん、
まだまだ改善の余地は多いのですが、それ
は進化の余地があるということだと思いま
す。今後も進化をしていけるよう、子供達
と一緒に考えていきます。今月は、その第
二弾で学習発表会があります。皆様のご来
校をお待ちしています。
　
　富士移動教室
　18日から２泊３日で５年生が富士移動教
室に行ってきました。
　昨年度は、新型コロナウイルスの感染拡
大のため中止となった移動教室ですが、今
年は緊急事態宣言も解除され、無事に実施
することができました。
　河口湖、本栖湖、西湖を見下ろすことが
できる三湖台へのハイキング、富岳風穴の
見学、キャンプファイヤー、ほうとう作り
体験、忍野八海の散策、富士山科学研究所
の方の出前授業、河口湖フィールドセンタ
ーでの樹海フィールドワーク、湧水の里水
族館の見学と３日間で盛りだくさんの活動
をしました。
　withコロナの中での移動教室、これも従
来のやり方の踏襲では、制限や制約が多く
なり、子供達に思い切った活動をさせるこ
とができません。ですから、新たな工夫、

新たな取組を取り入れながら計画を立て実
施をしました。同時に、多くの場面で子供
達が主体的に活動することを大切にしてい
くことで、withコロナでもコロナ前の移動
教室と変わらぬたくさんの笑顔を見ること
ができました。

　今月号には原稿が間に合いませんでした
が、10月27日から予定されている６年生の
弓ヶ浜移動教室でも、たくさんの笑顔が見
られることを楽しみにしています。
　これからも従来の行事の取組の踏襲では
なく、withコロナに対応した工夫や新たな
活動を取り入れながら、子供達の笑顔があ
ふれる学校生活にしていきたいと思ってい
ます。

withコロナでも笑顔あふれる学校生活に 校　長　 森　　孝


